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こ
の
広
報
紙
は
、
資
源
保
護

と
環
境
に
配
慮
し
て
大
豆
油

イ
ン
キ
、
再
生
紙
、
水
な
し

印
刷
で
作
成
し
て
い
ま
す
。
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広
報
係
に
な
っ
て
か
ら
、
ま

さ
き
町
夏
祭
り
で
は
あ
ち
ら
こ

ち
ら
で
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー

を
切
っ
て
い
ま
す
。
３
回
目
の

今
年
、
初
め
て
浮
き
桟
橋
か
ら

は
ん
ぎ
り
競
漕
の
様
子
を
撮
影

し
ま
し
た
。
毎
年
こ
こ
か
ら
撮

り
た
い
と
思
っ
て
は
い
た
も
の

の
、
と
に
か
く
カ
メ
ラ
が
心
配

で
…
。
今
年
は
運
よ
く
引
潮
だ

っ
た
の
で
、
カ
メ
ラ
を
抱
え
て

海
を
歩
き
、
桟
橋
へ
。

　

絶
好
の
撮
影
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で

し
た
。
選
手
の
表
情
、
支
え
る

ス
タ
ッ
フ
、
砂
浜
で
応
援
す
る

大
勢
の
観
客
の
姿
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
は
も
っ
と
大
勢
の
人
に

松
前
の
夏
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
高
橋
）

Profile
中村優太　宇和島市在住の 18 歳。宇和島東高校３年生。

ってこーわい

　　ってこーわい
行

会 No. 24

第 92 回全国高校野球選手権大会に出場した宇和
島東高校。主将の中村優太くんは、松前町出身で、
北伊予中学校の卒業生です。愛媛県予選、甲子園と
数々の試合を重ねた中で、一番心に残っている場面に
ついて「予選の決勝、済美戦です」と話します。

7 月 28 日、愛媛大会決勝。２－２の同点で迎えた
9 回裏。「絶対に打ってくれると信じていました」積み
重ねてきた練習。チームのきずな。仲間を信じて安
心できたと優太くん。宇和島東はサヨナラ勝ちを収め、
甲子園への切符を手にしました。

野球を始めたのは、小学 3 年生のスポ少ソフトボー
ルから。「小さいときから自分で目標を決めて頑張っ
ていました。夜遅くまで庭でバットを振って」と母の
千寿さん。そんな優太くんを見てきただけに、甲子園
出場が決まったときは喜びもひとしおでした。迎えた
初戦、父の敏信さんは「少しでも長く応援させてくれよ」
と声をかけました。

最後まで勝ちにこだわり、主将としてチームをまと
め上げてきた優太くん。「甲子園では一勝もできなくて
申し訳なかったです。応援していだいてありがとうござ
いました」と語り、頑張っている野球少年たちへメッセー
ジをくれました。「目標を持って一生懸命がんばってく
ださい。そうすれば必ず結果は出ます」

「中村優太くん」
主将としてチームをまとめ
夢の舞台　甲子園へ

宇和島東高校
野球部　主将

松前町議会第３回定例会

平成 22 年松前町議会第 3 回定例会
（9 月議会）の開催は、9 月 7 日（火）

を予定しています。

問議会事務局 ☎ 985-4130

作りませんか？住基カード

発行手数料 500 円が
今なら無料です。

（平成 23 年 3 月 31 日まで）

問町民課住民係 ☎ 985-4105


